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一 般 社 団 法 人  滝 川 国 際 交 流 協 会 

通 常 総 会 議 事 日 程 

 

１． 開 会 

２． 会 長 挨 拶 

３． 来 賓 挨 拶 

４． 総 会 成 立 宣 言 

５． 議 長 選 出 

６． 議 事 録 署 名 人 指 名 

７． 議 事 

    （１）報告第１号 令和４年度事業報告について 

    （２）認定第１号 令和４年度収支決算報告について 

    （３）報告第２号 令和４年度会計監査報告について 

（４）議案第１号 令和５年度事業計画（案）について 

（５）議案第２号 経費の負担（案）について 

（６）議案第３号 令和５年度収支予算（案）について 

（７）選任第１号 理事の選任について 

８． そ の 他 

９． 議 長 退 任 

10． 閉 会 
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令和４年度（2022年）事業報告 

 

Ⅰ 継続事業 

１．国際交流事業 

① 「第 21回たきかわ紙袋ランターンフェスティバル」制作体験ワークショップ 

  →地域日本語教室「たきかわにほんごひろば（交流）」の事業プログラムとして2月１２日に実施。（P７） 

② 地域活性化のための外国人受入事業 

 → ３月に対日理解促進交流プログラム（JENESYS）202２ 日ラオス交流を受け入れた。（P８） 

③ 第 30回ジュニア大使訪問団派遣事業 → 事業中止 

  マサチューセッツ州（マ州）日本人会会長の森田 喜代子氏が来滝された時に、北海道とマ州の交流状

況や道内他自治体の姉妹都市交流の状況等の情報収集を行った。 

 【支援事業】 

① 12回たきかわ納涼盆踊り大会支援事業 → 事業中止 

② インターナショナルファンデー 

10月 30日（日） 「たきかわにほんごひろば（交流）」２回目として、協会主催で実施した。（P6） 

参加者（４８名） 

③ 短期留学生派遣支援事業 → 短期留学生の派遣中止 

④ 短期留学生受入支援事業 → 短期留学生の受入なし 

⑤ 国際交流支援事業 

・滝川高校の SSH推進のため、モンゴル国メルゲデ総合学校との交流に対する支援を行った。 

・滝川西高校の国際交流チームに対して、シンガポール国立大学（ＮＵＳ）との交流に対する支援を行った。 

・滝川西高校のスカンジナビア・ニッポン ササカワ財団への補助金申請に際して支援を行った。 

 

２．国際協力事業 

① 独立行政法人国際協力機構（JICA）課題別研修「小規模農家のためのアグリビジネス振興（B）」コース

研修員受入事業 

【受入期間】５月１８日（水）～７月８日（金） 

【受 入 国】コートジボワール・セネガル・トーゴ・ハイチ・ブルキナファソ・マダガスカル・ルワンダ 

           ７カ国 16名 

  各国の状況をまとめたカントリーレポートの発表に始まり、ビデオ教材講義及びオンライン講義、オンライ

ン討議を経て、研修成果を踏まえたアクションプランの作成までの全てを遠隔研修で実施した。 

  今年度は、地域市民や学生とのオンライン交流や日本の家庭に訪問するオンラインホームビジットをプロ

グラムの中に組み込んで開催した。 

② 北海道国際協力フェスタ２０２２   ＜１２月１１日（日） 於：札幌市地下歩行空間チ・カ・ホ＞ 

     北海道在籍の NGO 等が参集し、国際協力事業についての周知や報告を行う本事業にパネル展示部門

深川東高校とのオンライン交流 

報告第１号

（１） 

オンライン討議 
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で参加し、事業紹介を行った。 

③ 身近なものによる国際協力 

 使用済み切手等の収集活動を実施した。 

④ NGO等支援事業 

    NGOネットワーク協議会や北海道 SDGｓ推進ネットワーク等と連携して活動した。 

 

３． 国際理解事業 

① シンガポールスタディツアー → 事業中止 

   代替活動 ： 滝川西高校の国際交流チームが NUS とオンライン交流を行った。 

              実施日：9月 9日（金）  参加者：滝川西高２２名・NUS１７名 

 ・国際交流・国際理解等に興味を持つ高校生を募集＜４名参加＞ 

１０月１３日（木） オリエンテーション実施 

１２月５日（月）笹川平和財団：海外進学の勉強会開催 

（滝高・滝西高合わせて 14名参加） 

  ＜内容＞海外大学への進学方法、スカラシップ制度紹介 

国際化講演会・地域日本語教室・JENESYS2022等に参加 

１月１０日（火）『公益社団法人 青年海外協力協会（JOCA）研修会』 

冬の高校生国際協力体験プログラム２０２２ 

               カメルーン×カンボジアの教育の未来  → 参加中止 

② 国際化講演会 

  講演題：「多文化共生の視点に立ったまちづくりと地域防災」 

  講  師：一社）多文化社会専門機構 事務局長 

         公財）仙台観光国際協会 多文化共生課企画係長   菊池 哲佳 氏 

  開催日：11月 22日（火） 

  会  場：國學院大學北海道短期大学部 

            文化庁「地域日本語教育アドバイザー」自治体国際化協会 

「地域国際化推進アドバイザー」など多方面で活躍する菊池氏 

を招いて、２０１１年の東日本大震災での経験等も踏まえ、地域 

におけるまちづくりの視点から多文化共生と地域防災を考える 

ことができる内容で講演会を実施した。 （参加者３２名） 

③  ボランティア日本語教師、ボランティア通訳及び事業企画運営ボランティア登録・派遣 

        文化庁「地域日本語教育スタートアッププログラム」の実施に際し、新たにボランティアによるサポーター

を募集・登録して活動した。 

④ ホストファミリー登録・斡旋 

    オンラインホームビジット等の実施に向けて募集・登録を行った。 

⑤ 多文化共生社会への取り組み 

 文化庁事業「たきかわにほんごひろば（交流）」や国際化講演会等の活動を通して取り組んだ。 

⑥ ＳＤＧｓ推進への活動 

        協会誌「TIEA’S ROOM」の発行や北海道ＳＤＧｓネットワーク協議会等と連携して推進に努めた。 

 【支援事業】 

① 国際理解教育支援事業 

        ・滝川高校の「総合的な探求の時間」において、支援を行った。 

        ・他地域の高校の授業実施に対して、講師の紹介を行った。（札幌国際情報高校・富良野緑峰高校） 

 

 



4 

 

Ⅱ その他事業 

１．国際理解事業 

① TIEA語学教室   ＜受講生：春・夏：７６名、秋・冬：７１名＞ 

     【春・夏（４月～９月） 秋・冬（１０月～３月） 於：街なかひろば く・る・る、たきかわ観光国際スクエア】 

韓国語 実用表現Ａ 受講者数 

 春・夏 高野康夫氏 10名 

秋・冬 高野康夫氏 10名 

韓国語 実用表現 B  

春・夏 高野康夫氏 10名 

秋・冬 高野康夫氏 10名 

韓国語 上級  

 春・夏 高野康夫氏 7名 

秋・冬 高野康夫氏 7名 

キッズイングリッシュ １・２年生  

春・夏 ウィラミナ・マクマイケル氏 / アデリン・アン・リー・リン氏 10名 

秋・冬 アデリン・アン・リー・リン氏 10名 

キッズイングリッシュ ３・４年生  

 春・夏 サレス・マリア・シエロ氏、クラーク・クリストファー・アラン氏 9名 

秋・冬 スバイ・アダム・イスマエル氏、ユアン・マーク・アンソニー氏 7名 

キッズイングリッシュ ５・６年生  

春・夏 ロー・ジャージン・ニコラス氏 10名 

秋・冬 ザバラ・ジェイソン・ドナー氏、サレス・マリア・シエロ氏 5名 

英会話 初級  

 春・夏 ライアン・ラブ氏 / レジナルド･レッドヘッド氏 10名 

秋・冬 レジナルド･レッドヘッド氏 12名 

英会話 中級  

春・夏 アデリン・アン・リー・リン氏 10名 

秋・冬 アデリン・アン・リー・リン氏 5名 

英会話 上級  

 春・夏 未開講 - 

秋・冬 クラーク・クリストファー・アラン氏 5名 

   ・韓国語文字  （高野康夫氏） 受講希望者が 5名に満たなかったため通年で未開講 

 

② 2022年度「実用英語技能検定」試験実施事業 

回数 1次/2次 実施日 受験者数 備考 

第１回 

1次 6月 ５日（日） ４９名 ホテル 三浦華園 

2次 A  ７月 ３日（日） １３４名 ホテル 三浦華園 

2次 B  ７月１０日（日） １４名 ホテル 三浦華園 

第２回 

1次 １０月 ９日（日） ３１名 北海道滝川西高等学校 

2次 A １１月 ６日（日） ２０７名 滝川市立滝川第一小学校 

2次 B １１月１３日（日） ２１名 滝川市立滝川第一小学校 

第３回 
1次 １月２２日（日） ５３名 ホテル 三浦華園 

2次 A ２月１９日（日） １７７名 ホテル 三浦華園 
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2次 B ２月２６日（日） ２５名 滝川市地域ふれあいセンター 

    ③ ノミンさんによるモンゴル語講座（YouTube） 

       滝川市の国際交流員（ＣＩＲ）ノミンさんによるモンゴル語講座（全１６回）を、２月から配信を開始した。毎週

１回のペースでアップロードを予定している。テキストを協会 HPに掲載して活用できるように準備した。 

    ④ サンタさんへのお手紙 

       １１月に子供たちからサンタクロースへの手紙を募集した。応募があった手紙には、ＣＩＲの協力を得て、CIR

の母国語で返信した。短期間の取り組みであったが１４通の応募があった。 

 

２．調査研究資料提供事業 

① ＪＩＣＡ草の根技術協力事業（草の根パートナー型） 

    「新ブランド作物（玉ねぎ）による農家の収入向上～フードバリューチェーン構築～」 

      ＜現地派遣＞   ガンチメグ プログラムコーディネーター  ３月２日～７月２０日  

江上 技監  ３月１６日～４月６日 

岡本 玉ねぎ専門家  ６月１日～６月１５日 

水口 プロジェクトマネージャー  ６月２２日～６月２９日、９月１８日～９月２５日 

                    森田 組織間連携担当  ９月１８日～９月２５日 

        今年度は春から職員の現地派遣が叶い、現地指導を重ねた。コロナ禍での慎重さは求められたが、次第

に現地での活動制限も少なくなり、事業説明会を２度開催するなど、農家に対するアプローチが可能になっ

た。さらにプロジェクトマネージャーの水口会長が現地入りすることによりトゥブ県やジャルガラント村の関係

者と良好な関係が構築された。 

        玉ねぎ栽培については、どのような品種がモンゴルに適しているかを調査するために、現在現地で栽培が

おこなわれているものも含め７品種を育苗し、成長度合いや収穫量などについてのデータを収集した。秋に

現地入りした際には、ＪＩＣＡ北海道（札幌）の職員２名も同時期に渡航し、モデル農園や連携している研究機

関などを視察した。 

 

② 協会ニュース「ＴＩＥＡ‘S ROOM」 

   ＜No.128  ６月１日（水）発行＞ 

       会長挨拶・団体会員紹介・通常総会・ＪＩＣＥ事業・ウクライナ支援・地域日本語スタートアップ事業・かめ    

現地での事業に対する講習会 収穫の状況 

玉ねぎの生育状況とモデル農園 ジャルガラント村の村長と 
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のり賞・シンガポールスタディツアー・ＴＩＥＡ語学教室・新ＡＬＴ／ＣＩＲ等紹介・ＪＩＣＡ課題別研修 

   ＜No.129  ９月１日（木）発行＞ 

ＪＩＣＡ草の根・地域日本語スタートアッププログラム・ＪＩＣＡアグリビジネス・ロータリークラブ講演・国際化

講演会・新ＡＬＴ／ＣＩＲ着任、退任・ＴＩＥＡ語学教室 

      ＜No.130 １２月１日（木）発行＞ 

        地域日本語教育スタートアッププログラム・JICA草の根技術協力事業・国際化講演会・高校生国際協力

体験・国際協力フェスタ・JENESYSホームビット・地域貢献贈呈式・新 ALT着任、退任・TIEA語学教室  

      ＜No.１３１  ３月１日（水）発行＞ 

        JICA 草の根技術協力事業・たきかわにほんごひろば・日本語シンポジウム・国際協力フェスタ・サンタか

らの手紙・TIEA語学教室・新 ALT着任 

③ 「生活者としての外国人」のための日本語教室空白地域解消推進事業地域日本語教育スタートアッププ

ログラム事業（地域日本語教育スタートアッププログラム/２年目） 

・「たきかわ にほんご ひろば」 

 対話交流型の日本語学習支援を行う。会話の中に正しい文法があると考え、学習者（外国人）の話した

い気持ちに応えながらお互いの目標を達成した喜びを共有できる教室を目指している。 

 8月 7日（日） ・・ 外国人受講者１１名、サポーター８名の参加で実施した。 

 9月 4日（日） ・・ 外国人受講者８名、サポーター８名の参加で実施した。 

10月 2日（日） ・・ 外国人受講者５名、サポーター１０名の参加で実施した。 

11月 20日（日） 

１月１５日（日） 

2月５日（日） 

・・ 外国人受講者４名、サポーター１０名の参加で実施した。 

・・ 外国人受講者２名、サポーター10名の参加で実施した。 

・・ 外国人受講者２名、サポーター８名の参加で実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

･「たきかわ にほんご ひろば（交流）」 

 一緒に活動しながら日本語学習を行う。文化的な活動や体育的な活動も含め、滝川ならではの活動を

目指している。 

８月 28 日（日）・・コカ・コーラパークフィールド７２を会場として、北海道発祥のスポーツ「パークゴル

フ」を体験・交流しながら、日本

語を学んだ。 

多様な国籍の方同士がグル

ープを作りコースを回ることに

より、新しい交流が見られた。外

国人並びに日本人サポーター

などが参加した。 

（参加者 外国人１７名、日本

人９名） 

10 月 30 日（日）・・滝川市地域ふれあいセンターを会場として、たきかわカルタや日本の遊び、世界の

遊びを体験しながら、交流を通して日本語を学んだ。 

（参加者 外国人18名、日本人30名） 
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12月 18日（日）・・「たきかわ発見バスツアー」開催 

                  滝川市内を知ってもらいながら、日本の文化などにもふれてもらう事を目的として

実施した。当日は、滝川観光国際スクエア・江部乙神社・道の駅・滝川市役所・滝川

市立図書館を訪問した。多くのサポーターも参加し、交流を通して日本語を学んだ。 

（参加者 外国人１３名、日本人１８名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 12日（日）・・「紙袋ランターンづくり」開催 

                         地域社会の一員として、地域イベント（１８日の「たきかわ紙袋ランターンフェス 

ティバル」）への参加を目指して、実施した。日本語を使いながらの活動となった。 

      （参加者 外国人 12名、日本人 12名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

･「サポーター養成講座」 

 学習者（外国人）に寄り添い日本語学習を支援し促進する、サポーターのスキルアップを目指す。 

７月２４日（日）・・日本語学習支援者の役割や外国人とのコミュニケーションのための「やさしい日

本語」を学んだ。（参加者９名) 

    ８月２７日（土）・・第１回目の「たきかわにほんごひろば」の経験を踏まえて、「やさしい日本語」・日

本語教育の基礎知識・外国人が学ぶ日本語教育・外国人にわかりやすい日本語の

コツ等について学んだ。（参加者６名） 

９月２５日（日）・・第２回目「たきかわにほんごひろば」を踏まえて、「日本語学習支援教室での学び」

「日本語学習支援者の役割」「対話型日本語教室」について学んだ。（参加者９名） 

２月１２日（日）・・今年１年の活動の振り返りと支援者の役割について学んだ。（参加者９名） 

      ・アドバイザー会議 

７月１日（金）・・今年度の事業計画（案）について、第１回アドバイザー会議をオンラインで開催し
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た。 

10月２日（日）・・「たきかわにほんごひろば」の参観及び今年度の事業中間報告のため、第２回アド

バイザー会議を「たきかわ観光国際スクエア」で開催した。 

 ２月２０日（月）・・今年度の事業報告、成果や課題への対応と次年度に向けた対応のため、第３回

アドバイザー会議をオンラインで開催した。 

      ・関連した活動 

             6月１６日（木）・・文化庁「地域日本語教育」事業オリエンテーションにオンラインで参加 

            １０月１３日（木）・・文化庁主催「実施団体情報交換会」にオンラインで参加 

            １０月２１日（金）・・FM G‘ｓｋｙ「みんなのタキカワ」にて事業紹介 

            １１月１１日（金）・・北海道地域日本語教育研究会（本事業受諾４団体）に参加 

            12月 １日（木）・・文化庁「空白地域解消推進セミナー」にてオンラインで事例発表 

             １ 月２１日（土）・・第２回北海道地域日本語教育シンポジウムにパネリストとして参加 

             3月 6日（月）・・文化庁主催「コーディネーター情報交換会」にオンラインで参加 

   ④ JENESYS２０２２ 交流プログラム 【テーマ：ものづくり・科学技術】 

                                        （対象国：ラオス人民民主共和国）  ＜３月３日（金）～６日（月）＞ 

       一般財団法人日本国際協力センター（ＪＩＣＥ）から協力依頼を受け、３年ぶりの受入研修としてラオス人民

民主共和国から２１名を受け入れた。スキルアップセンター空知でのものづくり体験、滝川高校生などとの交

流、㈱太田精器見学（奈井江町）、日本文化体験（和紙による風車制作）などを通して研修を実施。高校生

との交流では、ラオスの地理・文化・学校教育についての報告もあり、双方向の交流活動となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 法人会計 

１． 調査研究資料提供事業 

   ① FMG’Sｋｙ番組 「てぃ～ずる～む」 

        地域の国際交流・国際協力等の情報提供を目的として、平成１３年１１月の開局当初から参加しており、

本年度２２年目を迎えた。市内外在留外国人、国際交流イベント等の情報提供や、身近な国際をテーマに会

員の出演を促している。観光国際課の支援を受けて、協会のすそ野を拡げる手段の一つとして活用している。 

【毎週土曜日 11:00～１２：００ 周波数７７．９MHｚ】 

② ホームページ 

        平成１１年度に開設して以来、内容を充実させるように工夫している。 

【随時】最新情報を提供し、有益な情報を会員等に提供できるよう活用に努めている。現在、スマホ版の

作成を検討している。また、当協会を支援してくださっているボランティアの皆さまが中心として立ち上げた、

Facebookページ「TIEA Friends」（平成 26年度開設）を情報発信ツールとして活用している。 

③ 会議研修等   【会議研修など】 

＜４月５日（火）     於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

 NGO-JICA協議会 「正会員の集い」にオンラインで参加。 

＜４月７日（木）     於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

JICA オンライン・セミナー「多文化共生・日本社会を考える」連続シリーズ 第８回 「外国人に最もやさ
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しいまちづくり」 〜総社市長が発信する 多文化共生への熱い思い〜」 にオンラインで参加。 

＜４月１９日（火）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         キャリアバンクセミナー 入国解禁「今後の外国人労働者確保」解説セミナー にオンラインで参加。 

<４月２２日（金）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         ＪＩＣＡ 2022年度研修関係者向け説明会 にオンラインで参加。 

<４月２６日（火）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         HIS主催の「海外危機管理セミナー」にオンラインで参加。 

<５月１４日（土）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         LAB主催「就労者に教える日本語教師研修」 にオンラインで参加。 

      ＜５月１７日（火）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

経営ノウハウの泉主催「様々な社員対応へのルール化」にオンラインで参加。 

<５月２２日（日）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

 北海道 NGOネットワーク協議会 総会にオンライン参加。 

<５月２７日（金）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

 ＪＩＣＡ事業の推進にあたり、モンゴル国での SHEP（市場志向型農業振興）アプローチ事業調査の意見

交換を JICA本部藤本氏、アイ・エム・ジーパートナー首藤氏とオンラインで実施。 

      ＜６月１０日（金）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         笹川平和財団「スカラシップ説明会」にオンラインで参加。 

      ＜６月１５日（水）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         JICA「海外協力隊」報告会にオンラインで参加。 

＜６月１６日（木）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         文化庁「地域日本語教育」事業オリエンテーションにオンラインで参加。 

      ＜６月２０日（月）   於：札幌市＞ 

         北海道国際交流・協力総合センター（ＨＩＥＣＣ） 令和 4年度総会に出席。 

      ＜６月２３日（木）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         ＨＩＥＣＣ主催、第１回 多文化共生ネットワーク連携推進協議会にオンラインで参加。 

 ＜６月２５日（土）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         2022年度英検第１回二次試験実施ミーティングにオンラインで参加。 

      ＜６月２９日（水）   於：札幌市＞ 

        地域日本語スタートアッププログラム実施にかかる事業打合せを阿部仁美氏と行った。また、JICE 北海

道支所の青木麻由美支所長及び藤木三香氏と同スタートアッププログラムの他事業についての打合せも

行った。 

      ＜７月１日（金）     於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         「地域日本語教育」キックオフ会議（第１回アドバイザー会議）をオンラインで開催。 

      ＜７月１日（金）     於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         JICA事業の推進にあたり、SHEPについてオンライン協議。 

      ＜７月１３日（水）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         JICA 草の根事後調査報告・勉強会にオンラインで参加し、草の根技術協力事業の前案件について、口

頭説明。 

＜８月４日（木）     於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         JICA SHEPアプローチ事業打合せをオンラインで実施。 

      ＜８月８日（月）     於：札幌市＞ 

         JICA 北海道（札幌）にて、草の根技術協力事業の事業状況報告及び今後の事業展開について情報交

換。 

      ＜８月９日（火）     於：栗山町＞ 
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         植物育種研究所、岡本 大作氏と草の根技術協力事業における玉ねぎ育成についての情報交換。 

      ＜８月１９日（金）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         モンゴル国ジャパンフェスティバル（友好交流 50周年記念事業）にオンラインで参加。20日・２１日は 

        同フェスティバルにおいて、モデル農園で収穫された農産物の試験販売と事業紹介。 

      ＜８月３０日（火）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         一般財団法人自治体国際化協会（CLAIR）シンガポール事務所が主催する地域の観光振興に関する

シンポジウムにオンラインで参加。 

      ＜９月２１日（木）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         JICA-NGO協議会にオンラインで参加。 

      ＜９月２３日（金）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         かながわ地域日本語フォーラムにオンラインで参加。 

      ＜９月２９日（木）   於：倶知安町＞ 

         文化庁事業の推進にあたり、同事業を展開している倶知安町を訪問して事業を視察。 

      ＜１０月３日（月）～４日（火）   於：東京都＞ 

          ＪＩＣＥ理事 戸塚 信男氏、国際交流部長 塩野谷 剛氏、スカンジナビア・ニッポン ササカワ財団東京

事務所 二川 美樹氏、笹川平和財団常務理事 茶野 順子氏、藤井 千裕氏、成井 未生氏とそれぞれ本

年度後半及び次年度の事業打合せ。ＪＩＣＡ国内事業部長 福田 茂樹氏、同部市民参加推進課長 日浅 

美和氏、本郷 直子氏と、本年度「草の根事業」事業経過報告及び来年度以降の事業計画の打合せ。 

      ＜１０月２４日（月）  於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

          日本語学習支援者研修プログラム普及事業地域合同報告会にオンラインで参加。 

      ＜１０月２８日（金）  於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

          文化審議会国語分科会日本語教育小委員会をオンラインで視聴。 

＜１０月２９日（土）  於：滝川市内＞ 

    2022年度英検第２回二次試験実施にかかる説明会にオンラインで参加。 

＜１１月５日（土）    於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         文化庁主催の「生活者としての外国人」のライフステージに寄り添う地域日本語教育を考える「自治体

と連携した日本語教室」のあり方についての研究会にオンラインで参加。 

＜１１月７日（月）    於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         笹川平和財団の担当者とスカラシップ事業についての意見交換。 

      ＜１１月１７日（木）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         JICA在留外国人支援セミナーにオンラインで参加。 

      ＜１１月２１日（月）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         JICA アプローチ事業打合せをオンラインで実施。 

      ＜１１月２５日（金）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         CLAIR「やさしい日本語」シンポジウムにオンラインで参加。 

 ＜１２月５日（月）    於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         笹川平和財団のスカラシップ事業に関する事業説明会を協会主催で開催。 

      ＜１２月１２日（月）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         かめのり財団「国際交流の新局面：地域における外国人のくらしの「これまで」と「これから」」セミナーに

オンラインで参加。 

      ＜１２月２０日（火）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         かめのり財団「国際交流の新局面：地域における外国人の就労の「これまで」と「これから」」セミナーに

オンラインで参加。 

     ＜１２月２０日（火）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         滝川高校とモンゴル国ウブルハンガイ県メルゲデ高校のオンライン会議にオブザーバー参加。 
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     ＜１２月２６日（月）    於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         文化庁「市町村等日本語教育担当者研修」にオンラインで参加。 

     ＜１月６日（金）       於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         かめのり財団「国際交流の新局面：多文化共生を支援するプログラムの「これまで」と「これから」」セミ

ナーにオンラインで参加。 

 ＜１月１０日（火）      於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         かめのり財団「国際交流の新局面：経過と見通しから学ぶべきこと・備えること」（連続セミナーの総括）

にオンラインで参加。 

     ＜１月１２日（木）      於：たきかわ観光交際スクエア＞ 

         第２回北海道地域日本語教育シンポジウムの打ち合わせをオンラインで実施。 

     ＜１月２９日（日）～３１日（火）  於：岡山県・香川県＞ 

         文化庁からの紹介を得て、地域日本語スタートアッププログラムにおける先進地視察（総社市・小豆島

町・宇多津町）を実施。 

各地域での外国人住民支援施策や日本語教室の開催状況についての理解を深め、教室開催における

情報交換を行った。 

     ＜３月 ６日（月）      於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         文化庁「日本語教育コーディネーター情報交換会」にオンラインで参加。 

     ＜３月 ９日（木）      於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         滝川高校とモンゴル国ウブルハンガイ県メルゲデ高校の交流活動にオブザーバー参加。 

     ＜３月１４日（火）     於：東京都＞ 

         JICA 本部、スカンジナビア・ニッポン ササカワ財団、笹川平和財団を訪問し、事業についての打ち合わ

せを実施。 

     ＜３月１５日（水）     於：札幌市＞ 

         JICA北海道を訪問し、事業についての打ち合わせを実施。 

④ 協会視察・事業紹介 

<４月２１日（木）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         公益財団法人 日本英語検定協会（英検） CS 部会場課 課長 中野 秀夫氏が事業打合せのため来所。 

<５月１１日（水）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         JICA 北海道（札幌） 研修業務課 砂崎 浩二氏離任挨拶、松本 賢一氏着任挨拶及びＪＩＣＡ研修事業

の打合せのため来所。 

      ＜５月３１日（火）    クレア機関誌＞ 

         自治体国際化フォーラム６月号に、協会の紹介記事が掲載。（２月に開催されたフォーラムの内容が紹介） 

      ＜６月２日（木）     於：ホテル三浦華園＞ 

         水口会長がロータリークラブの定例会で協会紹介。 

      ＜７月２日（土）     於：滝川市内＞ 

         英検ＣＳ部会場課 宮前 絵里氏が事業打合せのため来所。 

＜７月６日（水）     於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

   ＪＩＣＡ北海道（札幌） 所長 石丸 卓氏  ＪＩＣＡ研修事業打合せ等で来所。 

＜８月８日（月）     於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

  ＪＩＣＡ北海道（札幌）を訪問し、草の根技術協力事業の現地報告を行った。 

＜８月２０日（土）～２１日（日）      於：モンゴル国ウランバートル市＞ 

         モンゴル国ジャパンフェスティバル（友好交流５０周年記念事業）において、モデル農園で収穫された農 

産物の試験販売と事業紹介。 

      ＜８月２２日（月）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         JICA インドネシア事務所次長 田中 努 氏が表敬訪問で来所。 
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      ＜９月１８日（日）～２５日（日）   於：モンゴル国ウランバートル市＞ 

         モンゴル国全土の収穫祭「Ａｕｔｕｍｎ ｇｒｅｅｎ ｄａｙｓ収穫祭・展示会」で、事業紹介と農産物販売のため

ブース出展。 

＜９月２７日（火）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

   マ州日本人会会長 森田 喜代子氏が表敬訪問で来所。 

＜１０月１３日（木）  於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

   文化庁 日本語教育スタートアップ事業実施団体情報交換会にオンラインで参加し、実施状況報告。 

＜１０月２８日（金）  於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

   北海道国際課 中田 季絵氏、笹川 諒太氏が地域日本語教育事業についての情報収集のため来所。 

＜１１月４日（金）    於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

   ＪＩＣＡ北海道（札幌） 市民参加協力課課長 橋本 文氏、羽田野 絹江氏が草の根技術協力事業につ

いてのモニタリング調査結果報告のため来所。 

＜１１月１１日（金）   於：札幌市北海道大学＞ 

文化庁地域日本語教育事業に関係する道内団体及び北海道大学、北海道庁、日本語教育センター等

の関係者が一堂に会した地域日本語教育研究会に参加して事例発表。 

      ＜１２月１日（金）    於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

         文化庁「地域日本語教育空白地域セミナー」において、実施団体としてオンラインで事例発表。 

      <１２月１１日（日）   於：札幌市地下歩行空間> 

         北海道 NGO ネットワーク協議会が開催した「北海道国際協力フェスタ」に参加して、パネル展示による

事業紹介をおこなった。会場では、JICA草の根技術協力事業のインタビュー動画が流された。 

      ＜１月１９日（木）    於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

          JICA 北海道（札幌）市民参加協力課  羽田野絹恵氏が離任、丸山真里奈氏が着任挨拶のため来所

され、事業打合せを実施。 

      ＜１月２１日（土）    於：北海道大学＞ 

          第２回北海道地域日本語教育シンポジウムにパネリストとして登壇、外国人対象の「日本語教室」の実

践を紹介。 

      ＜１月２４日（火）    於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

          JICA 北海道研修業務課長 山口和敏氏が離任挨拶、佐々木準子氏が着任挨拶のため来所され、事

業打合せを実施。 

      ＜３月２２日（水）    於：たきかわ観光国際スクエア＞   

          JICA 緒方貞子平和開発研究所主催 草の根技術協力事業２０年の研究所ナレッジフォーラムに事例

発表者としてオンラインで登壇、滝川での活動について発表。 

      ＜３月２３日（金）    於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

英検 CS部会場課 課長 中野 秀夫氏、検定事業部 宮前 絵里氏が事業打合せのため来所。 

      ＜３月３０日（木）    於：ホテル三浦華園＞  

          滝川ロータリークラブ例会において、「JENESYS」や「たきかわにほんごひろば」等の事業紹介。 

 

２． 組織の強化並びに会員の加入促進 

① 事務局組織の整備 

② 地域住民と共同した組織体制の確立 

③ 会員対象事業の充実 

※ 滝川国際交流協会の新聞・テレビ等での事業紹介 ・・  ３３回 
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３．会議 

① 理事会 

〇 第 1回理事会 

    日時：４月 27日（水） 18：00 

    会場：たきかわ観光国際スクエア 3階会議室 

    議事：令和 4年度通常総会提出議案について 

〇 第 2回理事会 

    日時：１１月３０日（水） 18：00 

    会場：たきかわ観光国際スクエア 3階会議室 

    議事：令和 4年度中間事業報告及び収支状況報告 

〇 第 3回理事会 

    日時：３月１７日（金） １８：００ 

    会場：たきかわ観光国際スクエア 3階会議室 

    議事：令和 4年度事業報告・収支状況報告及び令和 5年度事業計画（案）・収支予算（案） 

② 役員会 

〇第 1回三役会 

日時：４月 2０日（水） 12：00 

   会場：たきかわ観光国際スクエア 3階会議室 

   議事：令和 4年度通常総会提出議案について 

        今後の日程について 

〇第 2回三役会 

日時:１１月２５日（金） 12：00 

会場：たきかわ観光国際スクエア ３階会議室 

議事：令和 4年度中間事業報告及び収支状況報告 

     今後の事業予定及び次年度の事業について 

        〇第 3回三役会 

日時:３月１３日（月） 12：00 

会場：たきかわ観光国際スクエア ３階会議室 

議事：令和 4年度事業報告・収支状況報告及び令和 5年度事業計画（案）・収支予算（案） 

 今後の事業及び滝川市の所管について 

③ 通常総会 

日 時：５月 27日（金） 18：00 

会 場：滝川市民交流プラザ ２階交流ルーム３ 

出席者：14２名（うち委任状１１４名） 

議 事：（１）報告第１号 令和３年度事業報告について 

      （2）認定第１号 令和３年度収支決算報告について 

      （3）報告第２号 令和３年度会計監査報告について 

      （４）議案第１号 令和４年度事業計画（案）について 

      （５）議案第２号 経費の負担（案）について 

      （６）議案第３号 令和４年度予算（案）について 

 

Ⅳ その他 

１．寄付等 

<10月６日（木）    於：たきかわ観光国際スクエア> 

  株式会社中山組様から、地域・国際貢献として、地域貢献資金の寄付を受けた。 
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＜10月１１日（火）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

  極東建設株式会社様・中本土建株式会社様から、地域・国際貢献として、地域貢献資金の寄付を受けた。 

＜10月１７日（月）   於：たきかわ観光国際スクエア＞ 

        平井建設工業株式会社様から、地域・国際貢献として、地域貢献資金の寄付を受けた。 

＜ウクライナ支援のための募金活動＞ 

         ４月１日（金）～５月２７日（金）の期間、たきかわ観光国際スクエア窓口にて募金活動を実施した。協会

からの支援金 10万円を含めて 264,334円となり、北海道ウクライナ避難民募金として、５月３０日に日本

国際連合協会北海道支部に振り込んだ。 

      ＜トルコ・シリア大地震 被災地支援のための募金活動＞ 

         ２月２０日（月）～たきかわ観光国際スクエア窓口にて募金活動を開始した。（５月２６日（金）まで） 
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認定第１号 

（単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　 　減

Ⅰ  資産の部
   1. 流動資産
          現金預金 3,944,290 8,541,001 △ 4,596,711
          未収金 191,000 412,000 △ 221,000
          仮払金 479,752 80,127 399,625
        流動資産合計 4,615,042 9,033,128 △ 4,418,086
   2. 固定資産
     (1)基本財産
        基本財産合計 0 0 0
     (2)特定資産
        特定資産合計 0 0 0
     (3)その他固定資産
          什器備品 1,300 1,300 0
          事業・運営調整積立金 42,000,306 48,000,000 △ 5,999,694
        その他固定資産合計 42,001,606 48,001,300 △ 5,999,694
        固定資産合計 42,001,606 48,001,300 △ 5,999,694
        資産合計 46,616,648 57,034,428 △ 10,417,780

Ⅱ  負債の部

   1. 流動負債
          未払金 92,863 1,143,584 △ 1,050,721
          未払費用 574,449 0 574,449
          未払消費税等 0 2,010,600 △ 2,010,600
          前受金 813,800 827,000 △ 13,200
          預り金 196,013 889,240 △ 693,227
        流動負債合計 1,677,125 4,870,424 △ 3,193,299
   2. 固定負債
        固定負債合計 0 0 0
        負債合計 1,677,125 4,870,424 △ 3,193,299
Ⅲ  正味財産の部
   1. 基金
   2. 指定正味財産
   3. 一般正味財産
     (1)代替基金 0 0 0
     (2)その他一般正味財産 44,939,523 52,164,004 △ 7,224,481
        一般正味財産合計 44,939,523 52,164,004 △ 7,224,481
        正味財産合計 44,939,523 52,164,004 △ 7,224,481
        負債及び正味財産合計 46,616,648 57,034,428 △ 10,417,780

貸借対照表

令和  5年  3月 31日 現在
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（単位：円）

科　　　　目 継続事業 その他事業 法人会計 内部取引等消去 合計

Ⅰ  資産の部
   1. 流動資産
          現金預金 17,260,988 27,349,065 △ 40,665,763 0 3,944,290
          未収金 0 0 191,000 0 191,000
          他会計短期貸付金 0 0 31,158,380 △ 31,158,380 0
          仮払金 0 479,752 0 0 479,752
        流動資産合計 17,260,988 27,828,817 △ 9,316,383 △ 31,158,380 4,615,042
   2. 固定資産
     (1)基本財産
          定期預金 5,000,000 0 △ 5,000,000 0 0
        基本財産合計 5,000,000 0 △ 5,000,000 0 0
     (2)特定資産
          国際交流国際協力推進基金 1,500,000 0 △ 1,500,000 0 0
        特定資産合計 1,500,000 0 △ 1,500,000 0 0
     (3)その他固定資産
          什器備品 0 0 1,300 0 1,300
          事業・運営調整積立金 0 0 42,000,306 0 42,000,306
        その他固定資産合計 0 0 42,001,606 0 42,001,606
        固定資産合計 6,500,000 0 35,501,606 0 42,001,606
        資産合計 23,760,988 27,828,817 26,185,223 △ 31,158,380 46,616,648

Ⅱ  負債の部

   1. 流動負債
          未払金 84,111 6,568 2,184 0 92,863
          未払費用 54,780 383,260 136,409 0 574,449
          前受金 10,000 585,815 217,985 0 813,800
          預り金 969,408 0 △ 773,395 0 196,013
          他会計短期借入金 23,430,381 7,727,999 0 △ 31,158,380 0
        流動負債合計 24,548,680 8,703,642 △ 416,817 △ 31,158,380 1,677,125
   2. 固定負債
        固定負債合計 0 0 0 0 0
        負債合計 24,548,680 8,703,642 △ 416,817 △ 31,158,380 1,677,125
Ⅲ  正味財産の部
   1. 基金
   2. 指定正味財産
   3. 一般正味財産
     (1)代替基金 0 0 0 0 0
     (2)その他一般正味財産 △ 787,692 19,125,175 26,602,040 0 44,939,523
        一般正味財産合計 △ 787,692 19,125,175 26,602,040 0 44,939,523
        正味財産合計 △ 787,692 19,125,175 26,602,040 0 44,939,523
        負債及び正味財産合計 23,760,988 27,828,817 26,185,223 △ 31,158,380 46,616,648

貸借対照表内訳表

令和  5年  3月 31日 現在
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（単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　 　減

Ⅰ  一般正味財産増減の部
   1. 経常増減の部
     (1)経常収益
          受取会費
            正会員受取会費・個人 318,000 333,000 △ 15,000
            正会員受取会費・団体 730,000 790,000 △ 60,000
            賛助会員受取会費・個人 333,000 393,000 △ 60,000
            賛助会員受取会費・団体 100,000 80,000 20,000
          受取会費計 1,481,000 1,596,000 △ 115,000
          事業収益
            自主事業収益 1,158,366 1,121,975 36,391
            受託事業収益 21,897,467 52,963,619 △ 31,066,152
          事業収益計 23,055,833 54,085,594 △ 31,029,761
          受取補助金等
            受取地方公共団体補助金 3,450,000 3,450,000 0
          受取寄付金
            受取寄付金 380,000 760,000 △ 380,000
          雑収益
            受取利息 1,787 1,379 408
            雑収益 271,115 1,094,209 △ 823,094
          雑収益計 272,902 1,095,588 △ 822,686
        経常収益計 28,639,735 60,987,182 △ 32,347,447
     (2)経常費用
          事業費
            給料手当 10,046,461 8,804,889 1,241,572
            福利厚生費 1,735,659 1,326,693 408,966
            旅費交通費 3,407,945 2,371,447 1,036,498
            通信運搬費 234,192 1,491,210 △ 1,257,018
            消耗品費 611,751 1,050,591 △ 438,840
            広告宣伝費 139,303 101,146 38,157
            燃料費 123,058 219,881 △ 96,823
            使用料及び賃借料 1,733,343 1,370,240 363,103
            保険料 115,025 290,341 △ 175,316
            諸謝金 11,938,908 19,975,440 △ 8,036,532
            租税公課 10,000 41,700 △ 31,700
            支払負担金 36,338 25,748 10,590
            支払寄付金 0 92,404 △ 92,404
            委託費 295,788 2,068,177 △ 1,772,389
            会議費 30,860 19,460 11,400
            支払手数料 45,952 95,342 △ 49,390
            資材費 713,144 9,817,083 △ 9,103,939
            食糧費 271,918 166,633 105,285
            印刷製本費 114,284 319,475 △ 205,191
          事業費計 31,603,929 49,647,900 △ 18,043,971
          管理費
            給料手当・賞与 1,976,139 1,728,766 247,373
            福利厚生費 340,904 259,668 81,236
            会議費 45,500 53,200 △ 7,700
            交際費 78,500 44,064 34,436
            通信運搬費 104,024 94,967 9,057
            消耗品費 31,495 54,735 △ 23,240
            印刷製本費 11,349 2,766 8,583
            賃借料 121,440 112,060 9,380
            保険料 107,484 107,484 0
            諸謝金 38,500 41,500 △ 3,000
            租税公課 1,069,900 2,497,850 △ 1,427,950
            負担金 190,964 176,534 14,430
            支払寄付金 100,000 0 100,000
            支払手数料 44,088 33,138 10,950
          管理費計 4,260,287 5,206,732 △ 946,445
        経常費用計 35,864,216 54,854,632 △ 18,990,416
          評価損益等調整前当期経常増減額 △ 7,224,481 6,132,550 △ 13,357,031
          当期経常増減額 △ 7,224,481 6,132,550 △ 13,357,031
   2. 経常外増減の部
     (1)経常外収益
        経常外収益計 0 0 0
     (2)経常外費用
        経常外費用計 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0
          税引前当期一般正味財産増減額 △ 7,224,481 6,132,550 △ 13,357,031
          当期一般正味財産増減額 △ 7,224,481 6,132,550 △ 13,357,031
          一般正味財産期首残高 52,164,004 46,031,454 6,132,550
          一般正味財産期末残高 44,939,523 52,164,004 △ 7,224,481
Ⅱ  指定正味財産増減の部
          当期指定正味財産増減額 0 0 0
          指定正味財産期首残高 0 0 0
          指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ  基金増減の部
        基金受入額 0 0 0
        基金返還額 0 0 0
          当期基金増減額 0 0 0
          基金期首残高 0 0 0
          基金期末残高 0 0 0
Ⅳ  正味財産期末残高 44,939,523 52,164,004 △ 7,224,481

正味財産増減計算書

令和  4年  4月  1日 から令和  5年  3月 31日 まで
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（単位：円）

科　　　　目 内部取引等消去 合計

Ⅰ  一般正味財産増減の部
   1. 経常増減の部
     (1)経常収益
          受取会費
            正会員受取会費・個人 0 0 318,000 0 318,000
            正会員受取会費・団体 0 0 730,000 0 730,000
            賛助会員受取会費・個人 0 0 333,000 0 333,000
            賛助会員受取会費・団体 0 0 100,000 0 100,000
          受取会費計 0 0 1,481,000 0 1,481,000
          事業収益
            自主事業収益 0 1,158,366 0 0 1,158,366
            受託事業収益 6,967,438 14,930,029 0 0 21,897,467
          事業収益計 6,967,438 16,088,395 0 0 23,055,833
          受取補助金等
            受取地方公共団体補助金 0 0 3,450,000 0 3,450,000
          受取寄付金
            受取寄付金 0 0 380,000 0 380,000
          雑収益
            受取利息 0 0 1,787 0 1,787
            雑収益 0 219,079 52,036 0 271,115
          雑収益計 0 219,079 53,823 0 272,902
        経常収益計 6,967,438 16,307,474 5,364,823 0 28,639,735
     (2)経常費用
          事業費
            給料手当 7,539,694 2,506,767 0 0 10,046,461
            福利厚生費 1,303,742 431,917 0 0 1,735,659
            旅費交通費 1,293,892 2,114,053 0 0 3,407,945
            通信運搬費 111,056 123,136 0 0 234,192
            消耗品費 49,890 561,861 0 0 611,751
            広告宣伝費 65,850 73,453 0 0 139,303
            燃料費 0 123,058 0 0 123,058
            使用料及び賃借料 351,816 1,381,527 0 0 1,733,343
            保険料 0 115,025 0 0 115,025
            諸謝金 3,745,978 8,192,930 0 0 11,938,908
            租税公課 10,000 0 0 0 10,000
            支払負担金 6,600 29,738 0 0 36,338
            委託費 228,419 67,369 0 0 295,788
            会議費 3,000 27,860 0 0 30,860
            支払手数料 10,959 34,883 110 0 45,952
            資材費 0 713,144 0 0 713,144
            食糧費 101,082 170,836 0 0 271,918
            印刷製本費 90,252 24,032 0 0 114,284
          事業費計 14,912,230 16,691,589 110 0 31,603,929
          管理費
            給料手当・賞与 0 0 1,976,139 0 1,976,139
            福利厚生費 0 0 340,904 0 340,904
            会議費 0 0 45,500 0 45,500
            交際費 0 0 78,500 0 78,500
            通信運搬費 0 0 104,024 0 104,024
            消耗品費 0 0 31,495 0 31,495
            印刷製本費 0 0 11,349 0 11,349
            賃借料 0 0 121,440 0 121,440
            保険料 0 0 107,484 0 107,484
            諸謝金 0 0 38,500 0 38,500
            租税公課 0 0 1,069,900 0 1,069,900
            負担金 0 0 190,964 0 190,964
            支払寄付金 0 0 100,000 0 100,000
            支払手数料 0 0 44,088 0 44,088
          管理費計 0 0 4,260,287 0 4,260,287
        経常費用計 14,912,230 16,691,589 4,260,397 0 35,864,216
          評価損益等調整前当期経常増減額 △ 7,944,792 △ 384,115 1,104,426 0 △ 7,224,481
          当期経常増減額 △ 7,944,792 △ 384,115 1,104,426 0 △ 7,224,481
   2. 経常外増減の部
     (1)経常外収益
        経常外収益計 0 0 0 0 0
     (2)経常外費用
        経常外費用計 0 0 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0 0 0
          他会計振替前当期一般正味財産増減額 △ 7,944,792 △ 384,115 1,104,426 0 △ 7,224,481
          税引前当期一般正味財産増減額 △ 7,944,792 △ 384,115 1,104,426 0 △ 7,224,481
          当期一般正味財産増減額 △ 7,944,792 △ 384,115 1,104,426 0 △ 7,224,481
          一般正味財産期首残高 △ 3,748,470 31,031,668 24,880,806 0 52,164,004
          一般正味財産期末残高 △ 11,693,262 30,647,553 25,985,232 0 44,939,523
Ⅱ  指定正味財産増減の部
          当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0
          指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0
          指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0
Ⅲ  基金増減の部
        基金受入額 0 0 0 0 0
        基金返還額 0 0 0 0 0
          当期基金増減額 0 0 0 0 0
          基金期首残高 0 0 0 0 0
          基金期末残高 0 0 0 0 0
Ⅳ  正味財産期末残高 △ 11,693,262 30,647,553 25,985,232 0 44,939,523

正味財産増減計算書内訳表

令和  4年  4月  1日 から令和  5年  3月 31日 まで

継続事業 その他事業 法人会計
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（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　額

（流動資産）
現金 手持ち資金 管理運営 31,477

当座預金 ゆうちょ銀行 管理運営 37,456

普通預金 北洋銀行 管理運営 1,095,737
北門信用金庫 　同上 2,377,516
北海道銀行 　同上 40,901
ＪＡたきかわ 　同上 100,890
北空知信用金庫 　同上 127,329
空知商工信用組合 　同上 48,652
北門信用金庫 その他事業（草の根） 84,332

未収金 年会費、消費税還付分 管理運営 191,000

仮払金 モンゴル国 その他事業（草の根） 479,752
4,615,042

（固定資産）
その他固定資
産

什器備品 パソコン、プロジェク
ター等

管理運営 1,300

事業・運営調整積立金 北門信用金庫 管理運営 10,000,000
北海道銀行 　同上 8,000,000
北空知信用金庫 　同上 8,000,000
空知商工信用組合 　同上 8,000,000
ＪＡたきかわ 　同上 8,000,306

42,001,606

46,431,648

（流動負債）
未払金 通信運搬費、旅費交通費 管理運営 92,863

未払費用 社会保険料、業務委嘱料 管理運営 574,449

前受金 年会費、受講料 管理運営 813,800

預り金 社会保険料、所得税 管理運営 196,013
1,677,125

0

1,677,125

44,939,523

固定資産合計

財　産　目　録

令和  5年  3月 31日 現在

貸　借　対　照　表　科　目

流動資産合計

　　正味財産

　　資産合計

流動負債合計

固定負債合計

　　負債合計
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 （単位：円）

本年度予算額 執行済額 増　　減 備　　考

Ⅰ　事業活動収支の部

１．事業活動収入

①会費収入 1,648,000 1,481,000 167,000

②補助金等収入 3,450,000 3,450,000 0

・地方公共団体補助金 3,450,000 3,450,000 0 滝川市補助金

③負担金収入 3,388,000 1,158,366 2,229,634

・ｼﾞｭﾆｱ大使訪問団派遣事業参加者負担金 740,000 0 740,000

・ｽﾀﾃﾞｨﾂｱｰ参加者負担金 1,280,000 0 1,280,000

・語学教室受講者負担金 1,368,000 1,158,366 209,634

・その他負担金 0 0 0

④事業収入 21,200,000 21,897,467 △ 697,467

・JICAｱﾌﾘｶ地域課題別研修ｺｰｽ事業 4,000,000 5,215,074 △ 1,215,074

・JICAﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ国別研修ｺｰｽ事業 0 0 0

・JICAﾓﾝｺﾞﾙ草の根技術協力事業 15,000,000 12,073,000 2,927,000
・自治体職員～（LGOTP)ﾓﾝｺﾞﾙ国建設技術研修員受入事業 0 0 0

・英語検定事業 2,200,000 1,771,353 428,647
・地域日本語教育スタートアッププログラム事業 0 1,085,676 △ 1,085,676

・その他受託事業 0 1,752,364 △ 1,752,364

⑤雑収入 102,000 652,596 △ 550,596

・その他寄付金収入 0 380,000 △ 380,000

・受取利息 2,000 1,481 519

・その他雑収入 100,000 271,115 △ 171,115

事業活動収入計 29,788,000 28,639,429 1,148,571

２．事業活動支出

①事業費支出 24,420,000 19,821,809 4,598,191

○国際交流事業費 3,500,000 1,578,690 1,921,310

・ｼﾞｭﾆｱ大使訪問団派遣事業 3,000,000 0 3,000,000

・その他の国際交流事業 500,000 1,578,690 △ 1,078,690

○国際協力事業費 3,900,000 4,204,657 △ 304,657

・JICAｱﾌﾘｶ地域課題別研修ｺｰｽ事業 3,400,000 3,624,212 △ 224,212

・JICAﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ国別研修ｺｰｽ事業 0 0 0

・その他の国際協力事業 500,000 580,445 △ 80,445

○国際理解事業費 3,500,000 930,882 2,569,118

・語学講座事業 1,000,000 645,435 354,565

・ｽﾀﾃﾞｨﾂｱｰ事業 2,000,000 4,667 1,995,333

・その他の国際理解事業 500,000 280,780 219,220

○調査研究資料提供事業費 13,520,000 13,107,580 412,420

・英検事業 1,900,000 1,204,313 695,687

・協会ニュース事業 120,000 70,207 49,793
・自治体職員～(LGOTP)ﾓﾝｺﾞﾙ国建設技術研修業務委託事業 0 0 0

・JICAﾓﾝｺﾞﾙ草の根技術協力事業 11,000,000 10,975,824 24,176

・協会創立周年事業 0 110 △ 110
・地域日本語教育スタートアッププログラム事業 0 483,669 △ 483,669

・その他の調査研究資料提供事業 500,000 373,457 126,543

②管理費支出 16,300,000 16,042,407 257,593

・人件費支出 13,000,000 14,099,163 △ 1,099,163

・事務費支出 3,000,000 1,706,780 1,293,220

・会議費支出 50,000 45,500 4,500

・負担金支出 200,000 190,964 9,036

・雑支出 50,000 0 50,000

事業活動支出計 40,720,000 35,864,216 4,855,784

   事業活動収支差額 (A) △ 10,932,000 △ 7,224,787 △ 3,707,213

令和４年度事業別収支計算書
令和４年４月１日から令和５年３月31日まで

科　　　　　目
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（単位：円）

本年度予算額 執行済額 増　　減 備　　考

Ⅱ投資活動収支の部

１．投資活動収入

①基本財産取崩収入 0 0 0

・ＪＡたきかわ 0 0 0

②特定資産取崩収入 0 0 0

・国際交流・国際協力推進基金取崩収入 0 0 0

③固定資産取崩収入 7,000,000 6,000,000 1,000,000

・事業・運営調整積立金取崩収入 7,000,000 6,000,000 1,000,000

投資活動収入計 7,000,000 6,000,000 1,000,000

２．投資活動支出

①固定資産取得支出 0 0 0

0 0 0

0 0 0

投資活動支出計 0 0 0

   投資活動収支差額(B) 7,000,000 6,000,000 1,000,000

Ⅲ財務活動収支の部

1．財務活動収入 0 0 0

・財務活動収入計 0 0 0

2．財務活動支出 0 0 0

・財務活動支出計 0 0 0

財務活動収支差額(C) 0 0 0

Ⅳ予備費支出(D) 230,704 0 230,704

当期収支差額(A)+(B)+(C)-(D)=(E) △ 4,162,704 △ 1,224,787 △ 2,937,917

前期繰越収支差額(F) 4,162,704 4,162,704 0

次期繰越収支差額(E)+(F) 0 2,937,917 △ 2,937,917

１．資金の範囲

現金・預金・未収金・仮払金・未払金・預り金・前受金・前払金を含めております。

２．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳は、次のとおりです。

（単位：円）

科　目 前期末残高 当期末残高

　現金 33,132 31,477

　当座預金 396,426 37,456

　普通預金 12,281,005 3,875,357

　未収金 327,786 191,000

　前払金 3,000 0

　仮払金 1,610,904 479,752

合　　計 14,652,253 4,615,042

　未払金 3,868,836 92,863

　未払費用 0 574,449

　前受金 1,061,659 813,800

　預り金 191,604 196,013

合　　計 5,122,099 1,677,125

次期繰越収支差額 9,530,154 2,937,917

収支計算書に対する注記

　・事業・運営調整積立金支出

　・什器備品購入支出

令和４年度事業別収支計算書
令和４年４月１日から令和５年３月31日まで

科　　　　　目

（単位：円）

本年度予算額 執行済額 増　　減 備　　考

Ⅱ投資活動収支の部

１．投資活動収入

①基本財産取崩収入 0 0 0

・ＪＡたきかわ 0 0 0

②特定資産取崩収入 0 0 0

・国際交流・国際協力推進基金取崩収入 0 0 0

③固定資産取崩収入 7,000,000 6,000,000 1,000,000

・事業・運営調整積立金取崩収入 7,000,000 6,000,000 1,000,000

投資活動収入計 7,000,000 6,000,000 1,000,000

２．投資活動支出

①固定資産取得支出 0 0 0

0 0 0

0 0 0

投資活動支出計 0 0 0

   投資活動収支差額(B) 7,000,000 6,000,000 1,000,000

Ⅲ財務活動収支の部

1．財務活動収入 0 0 0

・財務活動収入計 0 0 0

2．財務活動支出 0 0 0

・財務活動支出計 0 0 0

財務活動収支差額(C) 0 0 0

Ⅳ予備費支出(D) 230,704 0 230,704

当期収支差額(A)+(B)+(C)-(D)=(E) △ 4,162,704 △ 1,224,787 △ 2,937,917

前期繰越収支差額(F) 4,162,704 4,162,704 0

次期繰越収支差額(E)+(F) 0 2,937,917 △ 2,937,917

１．資金の範囲

現金・預金・未収金・仮払金・未払金・預り金・前受金・前払金を含めております。

２．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳は、次のとおりです。

（単位：円）

科　目 前期末残高 当期末残高

　現金 33,132 31,477

　当座預金 396,426 37,456

　普通預金 12,281,005 3,875,357

　未収金 327,786 191,000

　前払金 3,000 0

　仮払金 1,610,904 479,752

合　　計 14,652,253 4,615,042

　未払金 3,868,836 92,863

　未払費用 0 574,449

　前受金 1,061,659 813,800

　預り金 191,604 196,013

合　　計 5,122,099 1,677,125

次期繰越収支差額 9,530,154 2,937,917

収支計算書に対する注記

　・事業・運営調整積立金支出

　・什器備品購入支出

令和４年度事業別収支計算書
令和４年４月１日から令和５年３月31日まで

科　　　　　目
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（単位：円）

科　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　 　異

Ⅰ  事業活動収支の部
   1. 事業活動収入
      ①会費収入
          正会員会費収入・個人 348,000 318,000 30,000
          正会員会費収入・団体 740,000 730,000 10,000
          賛助会員会費収入・個人 480,000 333,000 147,000
          賛助会員会費収入・団体 80,000 100,000 △ 20,000
        会費収入計 1,648,000 1,481,000 167,000
      ②事業収入
          自主事業収益 3,388,000 1,158,366 2,229,634
          受託事業収益 21,200,000 21,897,467 △ 697,467
        事業収入計 24,588,000 23,055,833 1,532,167
      ③補助金等収入
          地方公共団体補助金収入 3,450,000 3,450,000 0
      ④寄付金収入
          寄付金収入 0 380,000 △ 380,000
      ⑤雑収入
          受取利息収入 2,000 1,481 519
          雑収入 100,000 271,115 △ 171,115
        雑収入計 102,000 272,596 △ 170,596
      事業活動収入計 29,788,000 28,639,429 1,148,571
   2. 事業活動支出
      ①事業費支出
          旅費交通費支出 7,440,000 3,407,945 4,032,055
          通信運搬費支出 650,000 234,192 415,808
          消耗品費支出 1,000,000 611,751 388,249
          広告宣伝費支出 250,000 139,303 110,697
          燃料費支出 130,000 123,058 6,942
          光熱水料費支出 40,000 0 40,000
          使用料及び賃借料支出 1,390,000 1,733,343 △ 343,343
          保険料支出 220,000 115,025 104,975
          諸謝金支出 10,725,000 11,938,908 △ 1,213,908
          租税公課支出 30,000 10,000 20,000
          負担金支出 80,000 36,338 43,662
          助成金支出 150,000 0 150,000
          委託費支出 210,000 295,788 △ 85,788
          会議費支出 60,000 30,860 29,140
          支払手数料支出 75,000 45,952 29,048
          資材費支出 1,200,000 713,144 486,856
          食糧費支出 410,000 271,918 138,082
          研修受入費 30,000 0 30,000
          印刷製本費 330,000 114,284 215,716
        事業費支出計 24,420,000 19,821,809 4,598,191
      ②管理費支出
          給料手当支出 11,100,000 12,022,600 △ 922,600
          福利厚生費支出 1,900,000 2,076,563 △ 176,563
          会議費支出 50,000 45,500 4,500
          交際費支出 70,000 78,500 △ 8,500
          通信運搬費支出 50,000 104,024 △ 54,024
          消耗品費支出 100,000 31,495 68,505
          印刷製本費支出 50,000 11,349 38,651
          光熱水料費支出 10,000 0 10,000
          賃借料支出 100,000 121,440 △ 21,440
          保険料支出 0 107,484 △ 107,484
          諸謝金支出 100,000 38,500 61,500
          租税公課支出 2,500,000 1,069,900 1,430,100
          負担金支出 200,000 190,964 9,036
          寄付金支出 0 100,000 △ 100,000
          支払手数料支出 20,000 44,088 △ 24,088
          雑支出 50,000 0 50,000
        管理費支出計 16,300,000 16,042,407 257,593
      事業活動支出計 40,720,000 35,864,216 4,855,784
        事業活動収支差額 △ 10,932,000 △ 7,224,787 △ 3,707,213
Ⅱ  投資活動収支の部
   1. 投資活動収入
      ①固定資産売却収入
          事業・運営調整積立金取崩 7,000,000 6,000,000 1,000,000
      投資活動収入計 7,000,000 6,000,000 1,000,000
   2. 投資活動支出
      投資活動支出計 0 0 0
        投資活動収支差額 7,000,000 6,000,000 1,000,000
Ⅲ  財務活動収支の部
   1. 財務活動収入
      財務活動収入計 0 0 0
   2. 財務活動支出
      財務活動支出計 0 0 0
        財務活動収支差額 0 0 0
Ⅳ  予備費支出 230,704 － 230,704

0
        当期収支差額 △ 4,162,704 △ 1,224,787 △ 2,937,917
        前期繰越収支差額 4,162,704 4,162,704 0
        次期繰越収支差額 0 2,937,917 △ 2,937,917

収支計算書

令和  4年  4月  1日 から令和  5年  3月 31日 まで
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（単位：円）

科　　　　目 内部取引等消去 合計

Ⅰ  事業活動収支の部
   1. 事業活動収入
      ①会費収入
          正会員会費収入・個人 0 0 318,000 0 318,000
          正会員会費収入・団体 0 0 730,000 0 730,000
          賛助会員会費収入・個人 0 0 333,000 0 333,000
          賛助会員会費収入・団体 0 0 100,000 0 100,000
        会費収入計 0 0 1,481,000 0 1,481,000
      ②事業収入
          自主事業収益 0 1,158,366 0 0 1,158,366
          受託事業収益 6,967,438 14,930,029 0 0 21,897,467
        事業収入計 6,967,438 16,088,395 0 0 23,055,833
      ③補助金等収入
          地方公共団体補助金収入 0 0 3,450,000 0 3,450,000
      ④寄付金収入
          寄付金収入 0 0 380,000 0 380,000
      ⑤雑収入
          受取利息収入 0 0 1,481 0 1,481
          雑収入 0 219,079 52,036 0 271,115
        雑収入計 0 219,079 53,517 0 272,596
      事業活動収入計 6,967,438 16,307,474 5,364,517 0 28,639,429
   2. 事業活動支出
      ①事業費支出
          旅費交通費支出 1,293,892 2,114,053 0 0 3,407,945
          通信運搬費支出 111,056 123,136 0 0 234,192
          消耗品費支出 49,890 561,861 0 0 611,751
          広告宣伝費支出 65,850 73,453 0 0 139,303
          燃料費支出 0 123,058 0 0 123,058
          使用料及び賃借料支出 351,816 1,381,527 0 0 1,733,343
          保険料支出 0 115,025 0 0 115,025
          諸謝金支出 3,745,978 8,192,930 0 0 11,938,908
          租税公課支出 10,000 0 0 0 10,000
          負担金支出 6,600 29,738 0 0 36,338
          委託費支出 228,419 67,369 0 0 295,788
          会議費支出 3,000 27,860 0 0 30,860
          支払手数料支出 10,959 34,883 110 0 45,952
          資材費支出 0 713,144 0 0 713,144
          食糧費支出 101,082 170,836 0 0 271,918
          印刷製本費 90,252 24,032 0 0 114,284
        事業費支出計 6,068,794 13,752,905 110 0 19,821,809
      ②管理費支出
          給料手当支出 0 0 12,022,600 0 12,022,600
          福利厚生費支出 0 0 2,076,563 0 2,076,563
          会議費支出 0 0 45,500 0 45,500
          交際費支出 0 0 78,500 0 78,500
          通信運搬費支出 0 0 104,024 0 104,024
          消耗品費支出 0 0 31,495 0 31,495
          印刷製本費支出 0 0 11,349 0 11,349
          賃借料支出 0 0 121,440 0 121,440
          保険料支出 0 0 107,484 0 107,484
          諸謝金支出 0 0 38,500 0 38,500
          租税公課支出 0 0 1,069,900 0 1,069,900
          負担金支出 0 0 190,964 0 190,964
          寄付金支出 0 0 100,000 0 100,000
          支払手数料支出 0 0 44,088 0 44,088
        管理費支出計 0 0 16,042,407 0 16,042,407
      事業活動支出計 6,068,794 13,752,905 16,042,517 0 35,864,216
        事業活動収支差額 898,644 2,554,569 △ 10,678,000 0 △ 7,224,787
Ⅱ  投資活動収支の部
   1. 投資活動収入
      ①固定資産売却収入
          事業・運営調整積立金取崩 0 0 6,000,000 0 6,000,000
      投資活動収入計 0 0 6,000,000 0 6,000,000
   2. 投資活動支出
      投資活動支出計 0 0 0 0 0
        投資活動収支差額 0 0 6,000,000 0 6,000,000
Ⅲ  財務活動収支の部
   1. 財務活動収入
      財務活動収入計 0 0 0 0 0
   2. 財務活動支出
      財務活動支出計 0 0 0 0 0
        財務活動収支差額 0 0 0 0 0
        当期収支差額 898,644 2,554,569 △ 4,678,000 0 △ 1,224,787
        前期繰越収支差額 0 0 4,162,704 0 4,162,704
        次期繰越収支差額 898,644 2,554,569 △ 515,296 0 2,937,917

収支計算書総括表

令和  4年  4月  1日 から令和  5年  3月 31日 まで

継続事業 その他事業 法人会計
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参考資料 

令和5年3月31日現在

人数 口数 人数 口数 人数 口数 人数 口数 人数 口数

179 199 171 190 6 6 17 17 160 179

個
人

116 117 111 111 6 6 11 11 106 106

団
体

63 82 60 79 0 0 6 6 54 73

143 150 137 139 16 16 34 34 119 121

個
人

134 141 129 131 13 13 33 33 109 111

団
体

9 9 8 8 3 3 1 1 10 10

322 349 308 329 22 22 51 51 279 300

（単位：円）

合計 1,648,000 1,481,000 1,481,000 100.0%

企業・団体 80,000 100,000 100,000 100.0%

個人 480,000 333,000 333,000 100.0%

賛助会員 560,000 433,000 433,000 100.0%

企業・団体 740,000 730,000 730,000 100.0%

個人 348,000 318,000 318,000 100.0%

正会員 1,088,000 1,048,000 1,048,000 100.0%

 
正
会
員

 
賛
助
会
員

計

会　費　収　入　状　況

項　目 予算額 調定額 収入済額 収入率（％）

会　員　状　況

項
目

R2年度
R4年度 R4年度 R4年度

新規入会 退会会員 会員数

R3年度

会員数
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令和５年度（2023 年度） 事業計画（案） 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 継続事業 

１．国際交流事業  

① 国際交流の夕べ＜５月２６日（金） 於：ホテル三浦華園＞ 

 地域の外国人と会員相互の交流。 参加予定人数：３０名程度 

② たきかわ紙袋ランターンフェスティバル 紙袋ランターン制作体験ワークショップ 

＜2024年２月 於：滝川市内＞ 

フェスティバル当日のランターン制作体験ワークショップは、毎年好評を得ていることから、市内

外在住外国人等の支援を受け、多文化共生の一助となるよう実施する。 

③ 地域活性化のための外国人受入事業  ＜随時 於：滝川市内他＞ 

滝川市及び周辺自治体で実施されるイベントに市内外在住外国人の参加を募り、多文化共生を推し

進め、地域活性化に資する。 

【支援事業】 

① たきかわ納涼盆踊り大会支援事業  ＜８月上旬  於：未定＞ 

滝川市の国際交流員（ＣＩＲ）を中心に、市内外在住外国人チームを結成し、国際色豊かな盆踊り

大会となるよう支援する。 

② 短期留学生受入・派遣支援事業 

・滝川西高校の交流校であるヴィトフェルスカ高校から短期留学生の受入を支援する。授業参

加・ホームステイ・地域交流等により、異文化理解を深める。（受入予定人数：３名） 

＜１０月下旬（予定） 於：滝川市内＞ 

・滝川西高校の交流校であるスウェーデン王国ヴィトフェルスカ高校への短期留学生を支援す

る。平成２９年度開始以来、本年度で４回目を迎える。（派遣予定人数：２名） 

＜１２月上旬（予定） 於：スウェーデン王国ヨーテボリ市＞ 

③ 国際交流支援事業  ＜時期未定 於：滝川市内＞ 

・ハロウィンやインターナショナルファンデーなど、滝川市や他団体が行う国際交流事業を支援

する。 

     ・滝川高校のＳＳＨ及び総合探求に関する授業の実施にあたり、講師派遣やＪＩＣＡ等との連携

について支援する。 

 

２．国際協力事業 

① ＪＩＣＡモザンビーク国別研修「農業技術促進を通じた農村開発セミナー」コース研修員受入事業                    

＜推進目標＞ 

１．多様化した社会における国際交流や国際協力、国際理解のあり方を検討し、実践する。 

２．諸外国との交流・協力事業を積極的に推進し、世界と結びついた多文化共生社会や、ＳＤＧｓを意識し

た持続可能な社会の実現を支援する。 

３．多様な事業を通して、グローバル社会に柔軟に対応できる人材を育成し、地域活性化に貢献する。 

４．法人の自立を図るため、より一層の会員加入促進に努め、体制整備を図る。 

 

 

議案第１号

（１） 
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＜９月中旬～１０月中旬  於：滝川市内外＞ 

滝川市内外の農業関係機関の視察や農業者による技能実習指導を通して農業技術向上を図る。 

（受入予定人数：未定） 

➁ ＪＩＣＡ 市場志向型農業振興（ＳＨＥＰ）アプローチ「アフリカ諸国」コース研修員受入事業 

＜８月上旬～中旬：１１月上旬～中旬 於：滝川市内外＞ 

  滝川市内外の農業関係機関や農業者視察を通して、ビジネスとしての農業の推進を学ぶ。 

  ※JICAと事業打合せを実施中、予算規模が現時点で不明なため、予算書（案）には未掲載 

 ③ 身近なものによる国際協力 

古切手、書き損じはがきを収集し、開発途上国の教育・保健医療等の活動支援に役立てる。 

④ ＮＧＯ等支援事業 

「北海道ＮＧＯネットワーク協議会」や、マラウイ共和国等を視察した市民から成る「滝川マラウ

イクラブ」、アフリカ・ケニア共和国を支援している「山口ケニアを知る会」等、開発途上国を支援

しているＮＧＯ団体等と連携を図り、国際協力活動への支援を行う。モンゴル国ウブルハンガイ県で

活動する「たきかわクラブ」の支援も継続して行う。 

 

３．国際理解事業 

① シンガポールスタディツアー  ＜１月中旬  於：シンガポール共和国＞ 

多民族国家であるシンガポール共和国で様々な民族・宗教の様子を体感し、大きな発展を遂げた同

国の現状や多文化共生の過程と実情を知る。大学等や日本から進出している企業等への訪問により、

国際的な視野を広め、世界で活躍する人材及び地域の将来を担う人材育成に寄与することを目的とし

て実施する。                        （派遣予定人数：高校生６名） 

② 国際化講演会   ＜日時・場所：未定＞ 

「世界を知る講演会」と題し、国際交流・国際協力の第一線で活躍する方や現地で地道に活躍する

方を講師招へいし、地域国際化の深化並びに地域活性化のヒントを得るために実施する。 

③ 国際理解茶話会 

ＪＩＣＡ青年海外協力隊並びにシニア海外ボランティア募集説明会等で来滝する方々、地域在住外 

国人などから様々な体験談を伺う交流会を企画し、国際交流や国際協力への理解を深める。 

④ ボランティア日本語教師、ボランティア通訳及び事業企画運営ボランティア登録 

ボランティア通訳等の登録・派遣及び、協会事業の運営ボランティアの登録を行う。 

⑤ ホストファミリー登録 

滝川を訪れる外国人に日本の文化・伝統を知ってもらうと共に、家庭の雰囲気を味わってもらうこ

とを目的として、外国人の受入が可能なホストファミリーの登録・斡旋を行う。 

⑥ インターンシップ生受入 

インターンシップ生を受け入れ、協会業務に携わってもらうことで、国際社会に貢献し、地域の将

来を担う人材育成に寄与する。また、地域に根差した協会の実現を図る一助とする。 

⑦ 多文化共生社会への取り組み 

地域における多文化共生社会を推進させるため、外国人人材と住民交流の実践を検討する。 

⑧ ＳＤＧｓ推進への活動 

協会事業とＳＤＧｓの関わりを積極的に広報し、ＳＤＧｓの推進に協力する。 
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【支援事業】 

① 国際理解教育支援事業 

・国際理解教育等関連資料の貸し出し 

学校教育等に必要となる各種資料を随時貸し出す。 

・地域高等教育機関等との連携による国際理解教育の推進 

國學院大學北海道短期大学部、一般社団法人中空知地域職業訓練センター協会等の高等教育機関

や地域のサークル等と連携して、地域における国際理解教育を推進し、国際交流・国際協力の裾野

を広げることで、世界で通用する人材を育成する。 

 

Ⅱ その他事業 

１．国際理解事業 

① ＴＩＥＡ語学教室 

＜春・夏（４月～９月）、秋・冬（１０月～３月） 

於：街なかひろば く・る・る、たきかわ観光国際スクエア＞ 

【１期＝１回５０分（ア：１回２５分 オ：１回３０分）×１５回】 

ア 読めると楽しいハングル（月曜日：１０名） 

イ 韓国語実用表現Ａ（月曜日：１０名） 

ウ 韓国語実用表現Ｂ（月曜日：１０名） 

エ 韓国語上級（月曜日：１０名） 

オ 英会話基礎（水曜日：１０名） 

カ 英会話初級（火曜日：１２名） 

キ 英会話中級（木曜日：１２名） 

ク 英会話上級（水曜日：１０名） 

ケ キッズイングリッシュ（小学１・２年生）（火曜日：１０名） 

コ キッズイングリッシュ（小学３・４年生）（火曜日：１０名） 

サ キッズイングリッシュ（小学５・６年生）（火曜日：１０名） 

➁ モンゴル語講座（YouTube） 

  滝川市の国際交流員（ＣＩＲ）ドゥゲルジャブ・ノミンチメド氏によるモンゴル語講座（全１６回）を

２月から配信を開始している。毎週１回のペースでアップロードしている。テキストを協会HPに掲載して活用で

きるように準備。 

③ ２０２３年度「実用英語技能検定」試験実施事業 

公益財団法人日本英語検定協会が年３回（各回とも１次試験、２次試験）実施する「実用英語技能

検定試験」を受託し、実施する。 

実施日：第１回 １次：６月４日（日）２次：７月２日（日）、７月９日（日） 

第２回 １次：１０月８日（日）２次：１１月５日（日）、１１月１２日（日） 

第３回 １次：１月２１日（日）２次：２月１８日（日）、２月２５日（日） 

④ 地域日本語教育スタートアッププログラム事業（３年目） 

   文化庁が実施する当該事業に採択され、昨年度試行的に「たきかわにほんごひろば」を開催した。

これまで市内の企業を訪問した結果から、多様な国から技能実習生等が来日する可能性が高い。（令

和４年度には新たな技能実習生が２３名）過去のアンケート調査からも、技能実習生等の外国人も日

本語を学んでみたいという希望が高いことから、共通言語として日本語を学んでもらい、多文化共生

の進んだ街づくりを目指す。 
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今年度も日本語を学ぶ場、日本語を使う場、サポートする人材育成の３点を視野に入れた活動を展

開する。プログラムの成果発表会を予定。 

 

２．調査・研究資料提供事業 

① ＪＩＣＡ草の根技術協力事業（草の根パートナー型） 

「新ブランド作物（玉ねぎ）による農家の収入向上～フードバリューチェーン構築～」 

   ＜通年 於：滝川市内外・モンゴル国＞ 

遠隔指導も含めて、専門家や関係機関と連携を図りながら進めている。今年度は、モンゴル国トゥ

ブ県ジャルガラント村にて、直接指導を含め３年目となる育苗～収穫にむけて事業を展開する。 

今年度は、７月３日～１０日に受入研修（４名）を予定している。 

② 協会ニュース「ＴＩＥＡ’Ｓ ＲＯＯＭ」 

会員対象として、年４回会報を発行する。 

③ 国際交流・国際協力に関する情報提供 

当協会が保有している国際交流・国際協力に関する書籍・雑誌等を会員に貸し出す。 

 

Ⅲ 法人会計 

１．調査・研究資料提供事業 

① ＦＭ Ｇ’Ｓｋｙ番組「てぃ～ずる～む」 

地域の国際交流・国際協力等の情報を提供することを目的として、平成１３年１１月の開局当初か

らオン・エアしており、本年度で２３年目を迎える。市内外在住外国人、国際関係イベント等の情報

提供を主体に、会員の出演を促す。ＣＩＲ等の支援を受けて、協会事業の裾野を拡げる手段の一つと

して活用する。 【毎週土曜日１１：００～１２：００、周波数７７．９ＭＨｚ】 

➁ ホームページ 

平成１１年度に開設して以来、随時最新情報を提供し、有益な情報を会員等に提供するよう利活用

に努める。さらに、当協会を応援してくださっているボランティア皆様が中心となり立ち上げた、Ｆ

ａｃｅｂｏｏｋページ「ＴＩＥＡ Ｆｒｉｅｎｄｓ」（平成26年度開設）を情報発信ツールとして活

用する。 

HPアドレス http://www.msknet.ne.jp/~tiea/index.html 

 

２．組織の強化並びに会員の加入促進 

① 事務局組織の整備 

効率的な事務処理並びに、ポストコロナ時代における事業を模索しつつ、感染予防対策を意識しな

がら会員の協会事業への積極的な参加を目指して、事務局機能の充実を図る。 

② 地域住民と協働した組織体制の確立 

通訳ボランティアや日本語ボランティア、イベントボランティア、ホストファミリー等の組織化を

図り、地域住民を主体とした事業展開ができる体制を確立する。 

・会員対象事業の充実 

会員を対象とした事業実施により国際化の深化を図り、個人会員加入を促進する。また、企業・団

体、周辺自治体等との連携を図り、事業の周知により、より一層団体会員の増強を図る。 
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経費の負担（案）について 

 

 

 

定款第７条に定めのあるこの法人の事業活動費用に充てるため、令和５年度の会員は、次の年会費を納

めるものとする。 

 

 

 

（１）個人会員     １口  ３，０００円   １口以上 

 

（２）法人等会員    １口 １０，０００円   １口以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第２号 
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（単位：円）

科　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　 　減

Ⅰ  事業活動収支の部
   1. 事業活動収入
      ①会費収入
          正会員会費収入・個人 330,000 348,000 △ 18,000
          正会員会費収入・団体 720,000 740,000 △ 20,000
          賛助会員会費収入・個人 480,000 480,000 0
          賛助会員会費収入・団体 70,000 80,000 △ 10,000
        会費収入計 1,600,000 1,648,000 △ 48,000
      ②事業収入
          自主事業収益 3,105,000 3,388,000 △ 283,000
          受託事業収益 16,700,000 21,200,000 △ 4,500,000
        事業収入計 19,805,000 24,588,000 △ 4,783,000
      ③補助金等収入
          地方公共団体補助金収入 3,450,000 3,450,000 0
      ④雑収入
          受取利息収入 2,000 2,000 0
          雑収入 100,000 100,000 0
        雑収入計 102,000 102,000 0
      事業活動収入計 24,957,000 29,788,000 △ 4,831,000
   2. 事業活動支出
      ①事業費支出
          旅費交通費支出 4,080,000 7,440,000 △ 3,360,000
          通信運搬費支出 160,000 650,000 △ 490,000
          消耗品費支出 880,000 1,000,000 △ 120,000
          広告宣伝費支出 265,000 250,000 15,000
          燃料費支出 120,000 130,000 △ 10,000
          光熱水料費支出 40,000 40,000 0
          使用料及び賃借料支出 712,000 1,390,000 △ 678,000
          保険料支出 192,000 220,000 △ 28,000
          諸謝金支出 9,778,000 10,725,000 △ 947,000
          租税公課支出 20,000 30,000 △ 10,000
          負担金支出 80,000 80,000 0
          助成金支出 150,000 150,000 0
          委託費支出 190,000 210,000 △ 20,000
          会議費支出 50,000 60,000 △ 10,000
          支払手数料支出 65,000 75,000 △ 10,000
          資材費支出 278,000 1,200,000 △ 922,000
          食糧費支出 210,000 410,000 △ 200,000
          研修受入費 80,000 30,000 50,000
          印刷製本費 180,000 330,000 △ 150,000
        事業費支出計 21,030,000 24,420,000 △ 6,890,000
      ②管理費支出
          給料手当支出 12,000,000 11,100,000 900,000
          福利厚生費支出 1,900,000 1,900,000 0
          会議費支出 50,000 50,000 0
          交際費支出 70,000 70,000 0
          通信運搬費支出 50,000 50,000 0
          消耗品費支出 100,000 100,000 0
          印刷製本費支出 50,000 50,000 0
          光熱水料費支出 10,000 10,000 0
          賃借料支出 100,000 100,000 0
          諸謝金支出 100,000 100,000 0
          租税公課支出 2,000,000 2,500,000 △ 500,000
          負担金支出 200,000 200,000 0
          支払手数料支出 20,000 20,000 0
          雑支出 50,000 50,000 0
        管理費支出計 16,700,000 16,300,000 400,000
      事業活動支出計 37,730,000 40,720,000 △ 6,490,000
        事業活動収支差額 △ 7,773,000 △ 10,932,000 1,659,000
Ⅱ  投資活動収支の部
   1. 投資活動収入
      ①固定資産売却収入
          事業・運営調整積立金取崩 6,000,000 7,000,000 0
      投資活動収入計 6,000,000 7,000,000 0
   2. 投資活動支出 0
      投資活動支出計 0 0 0
        投資活動収支差額 6,000,000 7,000,000 0
Ⅲ  財務活動収支の部
   1. 財務活動収入
      財務活動収入計 0 0 0
   2. 財務活動支出
      財務活動支出計 0 0 0
        財務活動収支差額 0 0 0
Ⅳ  予備費支出 1,164,917 230,704 934,213
        当期収支差額 △ 1,773,000 △ 4,162,704 2,389,704
        前期繰越収支差額 2,937,917 4,162,704 △ 1,224,787
        次期繰越収支差額 0 0 0

収支予算書（案）

令和  5年  4月  1日 から令和  6年  3月 31日 まで

議案第３号 
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科　　　　目 内部取引等消去 合計

Ⅰ  事業活動収支の部
   1. 事業活動収入
      ①会費収入
          正会員会費収入・個人 0 0 330,000 0 330,000
          正会員会費収入・団体 0 0 720,000 0 720,000
          賛助会員会費収入・個人 0 0 480,000 0 480,000
          賛助会員会費収入・団体 0 0 70,000 0 70,000
        会費収入計 0 0 1,600,000 0 1,600,000
      ②事業収入
          自主事業収益 1,425,000 1,680,000 0 0 3,105,000
          受託事業収益 3,500,000 18,200,000 0 0 16,700,000
        事業収入計 4,925,000 19,880,000 0 0 19,805,000
      ③補助金等収入
          地方公共団体補助金収入 0 0 3,450,000 0 3,450,000
      ④雑収入
          受取利息収入 0 0 2,000 0 2,000
          雑収入 0 0 100,000 0 100,000
        雑収入計 0 0 102,000 0 102,000
      事業活動収入計 4,925,000 19,880,000 5,152,000 0 24,957,000
   2. 事業活動支出
      ①事業費支出
          旅費交通費支出 2,290,000 5,290,000 0 0 4,080,000
          通信運搬費支出 55,000 105,000 0 0 160,000
          消耗品費支出 250,000 630,000 0 0 880,000
          広告宣伝費支出 80,000 185,000 0 0 265,000
          燃料費支出 0 220,000 0 0 120,000
          光熱水料費支出 30,000 10,000 0 0 40,000
          使用料及び賃借料支出 247,000 465,000 0 0 712,000
          保険料支出 22,000 320,000 0 0 192,000
          諸謝金支出 2,403,000 6,925,000 0 0 9,778,000
          租税公課支出 0 20,000 0 0 20,000
          負担金支出 80,000 0 0 0 80,000
          助成金支出 150,000 0 0 0 150,000
          委託費支出 60,000 230,000 0 0 190,000
          会議費支出 30,000 20,000 0 0 50,000
          支払手数料支出 45,000 20,000 0 0 65,000
          資材費支出 78,000 300,000 0 0 278,000
          食糧費支出 80,000 130,000 0 0 210,000
          研修受入費 80,000 0 0 0 80,000
          印刷製本費 80,000 100,000 0 0 180,000
        事業費支出計 6,060,000 14,970,000 0 0 21,030,000
      ②管理費支出
          給料手当支出 0 0 12,000,000 0 12,000,000
          福利厚生費支出 0 0 1,900,000 0 1,900,000
          会議費支出 0 0 50,000 0 50,000
          交際費支出 0 0 70,000 0 70,000
          通信運搬費支出 0 0 50,000 0 50,000
          消耗品費支出 0 0 100,000 0 100,000
          印刷製本費支出 0 0 50,000 0 50,000
          光熱水料費支出 0 0 10,000 0 10,000
          賃借料支出 0 0 100,000 0 100,000
          諸謝金支出 0 0 100,000 0 100,000
          租税公課支出 0 0 2,000,000 0 2,000,000
          負担金支出 0 0 200,000 0 200,000
          支払手数料支出 0 0 20,000 0 20,000
          雑支出 0 0 50,000 0 50,000
        管理費支出計 0 0 16,700,000 0 16,700,000
      事業活動支出計 6,060,000 14,970,000 16,700,000 0 37,730,000
        事業活動収支差額 △ 1,135,000 4,910,000 △ 11,548,000 0 △ 7,773,000
Ⅱ  投資活動収支の部
   1. 投資活動収入
      ①固定資産売却収入
          事業・運営調整積立金取崩 0 0 6,000,000 0 6,000,000
      投資活動収入計 0 0 6,000,000 0 6,000,000
   2. 投資活動支出
      投資活動支出計 0 0 0 0 0
        投資活動収支差額 0 0 6,000,000 0 6,000,000
Ⅲ  財務活動収支の部
   1. 財務活動収入
      財務活動収入計 0 0 0 0 0
   2. 財務活動支出
      財務活動支出計 0 0 0 0 0
        財務活動収支差額 0 0 0 0 0
Ⅳ  予備費支出 0 0 1,164,917 0 1,164,917
        当期収支差額 △ 1,135,000 4,910,000 △ 5,548,000 0 △ 1,773,000
        前期繰越収支差額 0 0 2,937,917 0 2,937,917
        次期繰越収支差額 △ 1,135,000 4,910,000 △ 2,610,083 0 0

継続事業 その他事業 法人会計

収支予算書総括表（案）

令和  5年  4月  1日 から令和  6年  3月 31日 まで

（単位：円）
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（単位：円）

本年度予算額 前年度予算額 増　　減 備　　考

Ⅰ　事業活動収支の部

１．事業活動収入

①会費収入 1,600,000 1,648,000 △ 48,000

②補助金等収入 3,450,000 3,450,000 0

・地方公共団体補助金 3,450,000 3,450,000 0 滝川市補助金

③負担金収入 3,105,000 3,388,000 △ 283,000

・ジュニア大使訪問団派遣事業参加者負担金 0 740,000 △ 740,000

・スタディツアー参加者負担金 1,400,000 1,280,000 120,000

・語学教室受講者負担金 1,680,000 1,368,000 312,000

・その他負担金 25,000 0 25,000

④事業収入 21,700,000 21,200,000 500,000

・JICAアフリカ地域課題別研修ｺｰｽ事業 0 4,000,000 △ 4,000,000 令和４年度で終了

・JICAモザンビーク国別研修ｺｰｽ事業 3,500,000 0 3,500,000 本年度より再開

・JICAモンゴル草の根技術協力事業 15,000,000 15,000,000 0

・英語検定事業 2,200,000 2,200,000 0

・日本語教育スタートアッププログラム事業 1,000,000 0 1,000,000 本年度で終了

⑤雑収入 102,000 102,000 0

・その他寄付金収入 0 0 0

・受取利息 2,000 2,000 0

・その他雑収入 100,000 100,000 0

事業活動収入計 29,957,000 29,788,000 169,000

２．事業活動支出

①事業費支出 21,030,000 24,420,000 △ 3,390,000

○国際交流事業費 500,000 3,500,000 △ 3,000,000

・ジュニア大使訪問団派遣事業 0 3,000,000 △ 3,000,000

・その他の国際交流事業 500,000 500,000 0

○国際協力事業費 3,000,000 3,900,000 △ 900,000

・JICAアフリカ地域課題別研修ｺｰｽ事業 0 3,400,000 △ 3,400,000 令和４年度で終了

・JICAモザンビーク国別研修ｺｰｽ事業 2,500,000 0 2,500,000 本年度より再開

・その他の国際協力事業 500,000 500,000 0

○国際理解事業費 3,610,000 3,500,000 110,000

・語学講座事業 1,050,000 1,000,000 50,000

・スタディツアー事業 2,160,000 2,000,000 160,000

・その他の国際理解事業 400,000 500,000 △ 100,000

○調査研究資料提供事業費 13,920,000 13,520,000 400,000

・英検事業 1,900,000 1,900,000 0

・協会ニュース事業 120,000 120,000 0

・JICAモンゴル草の根技術協力事業 11,000,000 11,000,000 0

・日本語教育スタートアッププログラム事業 400,000 0 400,000 本年度で終了

・その他の調査研究資料提供事業 500,000 500,000 0

②管理費支出 16,700,000 16,300,000 400,000

・人件費支出 13,900,000 13,000,000 900,000

・事務費支出 2,500,000 3,000,000 △ 500,000

・会議費支出 50,000 50,000 0

・負担金支出 200,000 200,000 0

・雑支出 50,000 50,000 0

事業活動支出計 37,730,000 40,720,000 △ 2,990,000

事業活動収支差額 (A) △ 7,773,000 △ 10,932,000 3,159,000

令和５年度事業別収支予算書（案）
令和５年４月１日から令和６年３月31日まで

科　　　　　目
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（単位：円）

本年度予算額 前年度予算額 増　　減 備　　考

Ⅱ投資活動収支の部

１．投資活動収入

①基本財産取崩収入 0 0 0

②特定資産取崩収入 0 0 0

③固定資産取崩収入 6,000,000 7,000,000 △ 1,000,000

・事業・運営調整積立金取崩収入 6,000,000 7,000,000 △ 1,000,000

投資活動収入計 6,000,000 7,000,000 △ 1,000,000

２．投資活動支出

①固定資産取得支出 0 0 0

・事業・運営調整積立金支出 0 0 0

・什器備品購入支出 0 0 0

投資活動支出計 0 0 0

投資活動収支差額(B) 6,000,000 7,000,000 △ 1,000,000

Ⅲ財務活動収支の部

1．財務活動収入 0 0 0

・財務活動収入計 0 0 0

2．財務活動支出 0 0 0

・財務活動支出計 0 0 0

財務活動収支差額(C) 0 0 0

Ⅳ予備費支出(D) 1,164,917 230,704 934,213

当期収支差額(A)+(B)+(C)-(D)=(E) △ 2,937,917 △ 4,162,704 1,224,787

前期繰越収支差額(F) 2,937,917 4,162,704 △ 1,224,787

次期繰越収支差額(E)+(F) 0 0 0

科　　　　　目

令和５年度事業別収支予算書（案）
令和５年４月１日から令和６年３月31日まで


